
白
居
易

の
古
詩

の
押
韻

に

つ
い
て

「
長
恨
歌
」
「
琵
琶
行
」

西

村

富
美
子

○

次
の
詩
は
、
白
居
易
が
母
陳
氏

の
喪
に
服
し
て
、
長
安
郊
外
の
下
邦
に
い
た
時

の
作
で
あ
る
。
服
喪
の
た
め
、
政
治

の
世
界
か
ら
完
全
に
離
れ
無
位
無
官
の
生
活

を
し
て
い
た
。
四
十
歳
ご
ろ
の
こ
と

で
あ
る
。

先
ず
最
初
に
こ
の
詩
を
挙
げ
た
の
は
、
詩
の
内
容
に
関
し
て
何
か
を
述
べ
る
た

め
で
は
な
く
、
詩
の
型
式

つ
ま
り
唐
詩
を
作
る
際
の
規
則
を
述
べ
よ
う
と
す
る
た

め
の

一
つ
の
例
と
し
て
、
恣
意
的

に
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

平
起
式
、

前

・
蝉

・
天

従
来
の
古

型
式
と
し
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

縛
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
古
詩
に
加
え
て
、

一
句
の
字
数

の
制
限
も
加
わ

っ
て
、

暮
立

黄
昏
猫
立
佛
堂
前

満
地
椀
花
満
樹
蝉

大
抵
四
時
心
総
苦

就
中
腸
断
是
秋
天

※
七
言
絶
句
。

押
韻
は
、

唐
代
か
ら
、

暮
れ
に
立

つ

黄
昏
独

り
立

つ

仏
堂
の
前

満
地
の
椀
花

満
樹
の
蝉

大
抵
四
時

心
総
べ
て
苦
し
き
も

就
中

腸
断

つ
は
是
れ
秋
天

二
四
不
同

・
二
六
対
。

-
下
平

一
先

(◎
印
)。

(体
)
詩

に
対
し
て
、
近

(今
)

○
○
●
●
●
○
◎

●
●
●
○
●
●
◎

●
●
●
○
○
●
●

●
○
○
●
●
○
◎

体
詩
が
新
た
な
詩
の

前
者
に
比
し
て
か
な
り
厳
密
な
規
則
に
束

絶
句

・
律
詩
の
新
型
式
が
生
ま
れ
、

絶
句

・
律
詩
と
も
に
五
言

・
七
言
の
二
種
類

が
あ
り
、
律
詩

に
は
排
律
と
い
う
型
式
も
加
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

明
代

に
編
集
さ
れ
日
本
人
に
最
も
好
ま
れ
た

『唐
詩
選
』
も
、
五
言
古
詩

・
七

言
古
詩

・
五
言
律
詩

・
五
言
排
律

・
七
言
律
詩

・
五
言
絶
句

・
七
言
絶
句
の
順
に
、

六
百
五
十
首
ほ
ど
の
詩
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
『
唐
詩
選
』

に
は

白
居
易

の
詩
は
採
ら
れ
て
い
ず
、
初
唐

・
盛
唐

の
詩
人
た
ち
の
作
品
に
偏

っ
て
い

る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、
唐
代

の
詩
と
先
に
述

べ
た
詩

の
規
則
と
は
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
る
の
か
、
詩
人
は
い
ろ
い
ろ
と
繁
雑
な
規
則
を
厳
守
し
て
詩
を
作

っ
て
い

る
の
か
、
と
い
う
点
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
常
々
考
え
て
き
た
。

本
稿

で
は
ま
ず
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
白
居
易

の
作
品
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
と
い
う
の
が
主
旨

で
あ
る
。

先
に
挙
げ
た
白
居
易

の

「暮
立
」

の
詩
に

つ
い
て
簡
単

に
詩

の
規
則
と
の
関
係

を
述

べ
る
な
ら
ば
、
七
言
絶
句
、
平
起
式

の
詩

で
あ
る
。
二
四
不
同
、
二
六
対
な

ど
の
平
灰
も
合

っ
て
お
り
、
句
ご
と
の
対
応
も
揃

っ
て
い
る
。
押
韻
は
七
言
絶
句

の
規
則
ど
お
り
、

一
・
二

・
四
句
の
末
字

「前

・
蝉

・
天
」

で
踏
ん
で
い
る
。
下

平

一
の
先
の
韻
で
あ
る

(た
だ
し
平
水
韻
)。
さ
ら
に
詩
の
内
容
の
構
成
に
関
わ

る

「起

・
承

・
転

・
結
」
も
み
ご
と
で
あ
る
。

詩
の
型
式

・
内
容
の
両
面
か
ら
見
て
、
水
準
の
域
を

こ
え
て
い
る
。
ま
た
日
本

人
に
も
好
ま
れ
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
『千
載
佳
句
』
や
、
『
源
氏
物
語
』
宇
治
十
帖
、

蜻
蛉
の
巻
に
も
、
薫
る
の
君
が
こ
の
詩
の
末
句
を
口
ず
さ
む
場
面
が
設
定
さ
れ
て
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白
居
易

の
古
詩

に
つ
い
て

い
る
。
こ
の

「暮
立
」

の
詩
は
、
模
範
的

な
詩

で
あ
る
。
総
体
的

に
見

て
、
白
居
易

の

詩
は
詩

の
規
則
を
遵
守
す
る
も
の
が
多

い
と
は
言
え
る
。
す
べ
て
の
詩
を
調
査
し

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
あ
げ
た
詩
を
平
灰

・
押
韻
な
ど
の
規

則

に
照
合
し
て
み
た
結
果
、
か
な
り
忠
実
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
持

っ

て
い
る
。
た
だ
し
規
則
ど
う
り
の
作
が
優
秀
ま
た
傑
作

で
あ
る
か
、
は
別
の
問
題

で
あ
り
、
規
則
遵
守
は
詩
人
の
作
品
の
評
価
の
基
準
と
は
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

○

本
稿
で
は
、
初
め
に
挙
げ
た
近
体
詩
に
つ
い
て
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
作

者
の
作
品
だ
が

「古
詩
」
の
作
品
を
対
象
と
し
て
、
少
し
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
明
白

な
結
論
、
持
論
に
導
く
だ
け
の
確
信
は
な
く
、

あ
く
ま
で
試
論
と
い

っ
た
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

と
り
あ
げ
る

「古
詩
」
は
、
「
長
恨
歌
」
と

「
琵
琶
行
」
の
二

つ
の
作
品
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
七
言
の
古
詩
で
あ

る
。
「
長
恨
歌
」
は
八
百
四
十
言
、
百
二
十
句
、

「
琵
琶
行
」
は
六
百
十
六
言
、
八
十
八
句
か
ら
成
り
、
爾
詩
と
も
長
篇
だ
が
、
「琵

琶
行
」
は

「長
恨
歌
」

の
三
分
の
二
の
長
さ
で
あ
る
。
「琵
琶
行
」

の
方
は
な
ぜ

か
白
居
易
自
ら
は
序
で

「
凡
そ
六
百
十
二
言
、
命
け
て
琵
琶
行
と
日
う
」
と
言

っ

て
い
る
の
だ
が
、
七
言
型
式

で

「
六
百
十
二
言
」
と
い
う
の
は
字
も
句
も
不
足
で

合
わ
な
い
。
原
因
に

つ
い
て
は
未

だ
解
明
さ
れ
て
い
ず
、
白
居
易
の
思
い
違
い
だ

と
い
う
の
が
現
在

の

一
致
し
た
結
論

で
あ
る
。
な
お
白
居
易
は

「数
」
が
好
き
と

い
う
か
自
分
の
作
品
の
中
に
頻
繁

に
用
い
る
の
だ
が
、
他
の
作
品
に
も

「琵
琶
行
」

と
同
じ
現
象
が
あ
り
、
数
は
好
き
だ
が
数
に
は
強
く
無
さ
そ
う
だ
と
思
え
る
。

近
体
詩

で
は
比
較
的
忠
実
に
詩

の
ル
ー
ル
を
守

っ
て
い
る
白
居
易
だ
が
、
古
詩

に

つ
い
て
は
実
は
よ
く
分
か
ら
な

い
。
古
詩

に
限
定
し
て
論
ず
る
人
も
少
な
く
、

古
詩
自
体

に
、
絶
句
ほ
ど
の
厳
密
な
規
則
は
無
く
、
偶
数
句
に
お
け
る
押
韻
、
韻

は
近
体
詩
と
同
じ

一
韻

(到
底
)
も
あ
る
が
、
自
由
に
転
韻
を
す
る
。
こ
の
二
つ

が
古
詩

に
課
さ
れ
た
作
詩
上
の
規
則
で
あ
る
。

な
ぜ
白
居
易

の

「古
詩
」
を
問
題
に
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
後
に
譲
る
こ
と
に

し
て
、
ま
ず

「長
恨
歌
」
、
次
い
で

「
琵
琶
行
」
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

「長
恨
歌
」

の
場
合

「長
恨
歌
」
は
四
段
落

に
分
け
て
、
述

べ
て
い
く
。
な
お
句
末

に
●
○
の
印
が

あ
る
の
は
、
韻
字
が

「
平
」

の
場
合
は
○
、
韻
字
が

「灰
」

の
場
合
は
●
の
意
味

で
あ
る
。
ま
た
句
末
に
①
②
な
ど
と
あ
る
の
は
、
押
韻

に
よ
る
分
節

で
あ
り
、
分

節
を
表
す
も
の
と
し
て
句
末
に

《
」
》

の
印
を
付
し
た
。

長
恨
歌

1
漢
皇
重
色
思
傾
國
●

御
宇
多
年
求
不
得
●

楊
家
有
女
初
長
成

養
在
深
閨
人
未
識
●

天
生
麗
質
難
自
棄
▲

一
朝
選
在
君
王
側
●

　
眸

一
笑
百
媚
生

六
宮
粉
黛
無
顔
色
●
」
①

春
寒
賜
浴
華
清
池
○

温
泉
水
滑
洗
凝
脂
○

侍
見
扶
起
嬌
無
力

始
是
新
承
恩
澤
時
○
」
②

雲
髪
花
顔
金
歩
揺
○

芙
蓉
帳
暖
度
春
宵
○

春
宵
苦
短
旦
局
起

從
此
君
王
不
早
朝
○
」
③

漢
皇
色
を
重
ん
じ
て

傾
国
を
思
う

御
宇
多
年

求
む
れ
ど
も
得
ず

楊
家
に
女
有
り

初
め
て
長
成
す

養
わ
れ
て
深
閨
に
在
り

人
未
だ
識
ら
ず

天
生
の
麗
質

自
ず
か
ら
棄

て
難
く

一
朝
選
ば
れ
て

君
王
の
側
に
在
り

眸
を
　
ら
し
て

一
た
び
笑
え
ば

百
媚
生
じ

六
宮
の
粉
黛

顔
色
無
し

春
寒
く
し
て
浴
を
賜
う

華
清
池

温
泉
水
滑
ら
か
に
し
て

凝
脂
を
洗
う

侍
児
扶
け
起
こ
せ
ば

嬌
と
し
て
力
無
し

始
め
て
是
れ
新
た
に

恩
沢
を
承
く
る
時

雲
髪
花
顔

金
歩
揺

芙
蓉
の
帳
暖
か
に
し
て

春
宵
を
度
る

春
宵
は
短
き
に
苦
し
み

日
高
く
し
て
起
く

此
れ
従
り
君
王
は

早
朝
せ
ず
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承
歓
侍
宴
無
閑
暇
●

春
從
春
遊
夜
專
夜
●
」
④

後
宮
佳
麗
三
千
人
〇

三
千
寵
愛
在

一
身
○

金
屋
牧
成
嬌
侍
夜

玉
櫻
宴
罷
酔
和
春
○
」
⑤

姉
妹
弟
兄
皆
列
土
●

可
憐
光
彩
生
門
戸
●

遂
令
天
下
父
母
心

不
重
生
男
重
生
女
●
」
⑥

騙
宮
高
庭
入
青
雲
○

仙
樂
風
瓢
庭
庭
聞
○
」
⑦

緩
歌
慢
舞
凝
綜
竹
●

壼

日
君
王
看
不
足
●

漁
陽
稗
鼓
動
地
來

驚
破
寛
裳
羽
衣
曲
●
」
⑧

①
國

・
得

・
識

・
側

・
色

③
揺

・
宵

・
朝

-

身

・
春

:
上
平
十

一
真
。

⑦
雲

・
聞

-

1
は
、

十
二
句
か
ら
成

っ
て
い
る
が
、

虚
構
が
交
錯
し
て
い
る
。 下

平
二
薫
。

上
平
十
二
文
。

玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
栄
華
と
幸
福
の
最
絶
頂
を
描
写
し
て
い
る
。

②
の
華
清
池
は
い
ま
も
な
お
残
る
史
実
、

七
光
り
を
得
た

一
族

の
栄
耀
栄
華
に

つ
い
て
は
、

忠

・
韓
国
夫
人

・
號
国
夫
人

・
秦
国
夫
人
な
ど
。

記
さ
れ
て
い
る
。
1
は
史
実
を
か
な
り
忠
実
に
用
い
て
い
る
。

H
九
重
城
闘
煙
塵
生
〇

九
重

の
城
閾

煙
塵
生
じ

千
乗
萬
騎
西
南
行
○
」
①

千
乗

万
騎

西
南

に
行
く

歓
を
承
け
宴
に
侍
り
て

閑
暇
無
く

春
は
春
の
遊
び
に
従
い

夜
は
夜
を
専
ら
に
す

後
宮

の
佳
麗

三
千
人

三
千

の
寵
愛

一
身
に
在
り

金
屋
粧
い
成

っ
て

嬌
と
し
て
夜

に
侍
し

玉
楼

宴
罷
ん
で

酔
う
て
春
に
和
す

姉
妹
弟
兄

皆
な
土
に
列
し

憐
れ
む
可
し

光
彩

の
門
戸
に
生
ず
る
を

遂
に
天
下

の
父
母
の
心
を
し
て

男
を
生
む
を
重
ん
ぜ
ず
女
を
生
む
を
重
ん
ぜ
し
む

騒
宮
高
き
処

青
雲
に
入
り

仙
楽

は
風
に
瓢

っ
て
処
処
に
聞
こ
ゆ

緩
歌
慢
舞

糸
竹
を
凝
ら
し

尽
日

君
王
看
れ
ど
も
足
ら
ず

漁
陽

の
稗
鼓

地
を
動
か
し
て
来
た
り

驚
破
す

寛
裳
羽
衣
の
曲

-
入
声
十
三
職
。
②
池

・
脂

・
時

・
-
上
平
四
支
。

④
暇

・
夜

-
去
声
二
十
二
薦
。

⑤
人

・

⑥

※
ア
土

・
戸

-
上
声
七
壁
、
女

-
上
声
六
語
。

⑧
竹

-
入
声

一
屋
、
足

・
曲

-
入
声
二
沃
。
三

①
の
入
内
以
前
の
楊
貴
妃
に
つ
い
て
は
、
事
実
と

⑥
楊
貴
妃
の

歴
史
に
記
さ
れ
て
い
る
、
楊
国

⑧
の
安
禄
山
の
叛
乱
は
歴
史
に

白
居
易
の
古
詩
に

つ
い
て

翠
華
揺
揺
行
復
止
●

西
出
都
門
百
鯨
里
●

六
軍
不
嚢
無
奈
何

宛
轄
蛾
眉
馬
前
死
●
」
②

花
銅
委
地
無
人
牧
○

翠
翅
金
雀
玉
掻
頭
○

君
王
掩
面
救
不
得

　
看
血
涙
相
和
流
○
」
③

黄
埃
散
漫
風
薫
索
●

雲
淺
榮
紆
登
剣
閣
●

峨
眉
山
下
少
人
行

施
旗
無
光
日
色
薄
●
」
④

蜀
江
水
碧
蜀
山
青
○

聖
主
朝
朝
暮
暮
情
○

行
宮
見
月
傷
心
色

夜
雨
聞
鈴
腸
断
聲
○
」
⑤

天
旋
日
韓
逼
龍
駅
●

到
此
躊
躇
不
能
去
●

馬
鬼
披
下
泥
土
中

不
見
玉
顔
空
死
庭
●
」
⑥

君
臣
相
顧
鑑
箔
衣
○

東
望
都
門
信
馬
蹄
○
」
⑦

①
生

・
行

-
下
平
八
庚
。

流

:
下
平
十

一
尤
。

九
青
、
情

・
聲

:

鋸

:
上
平
五
微
。

④
索

・
閣

・
薄

下
平
八
庚
。

翠
華
は
揺
揺
と
し
て

行
き
て
復
た
止
ま
り

西
の
か
た
都
門
を
出
て
よ
り

百
余
里

六
軍
発
せ
ず

奈
何
と
も
す
る
無
く

宛
転
た
る
蛾
眉

馬
前
に
死
す

花
錨
は
地
に
委
せ
て

人
の
収
む
る
無
く

翠
翅
金
雀

玉
掻
頭

君
王
は
面
を
掩
い
て

救
い
得
ず

廻
り
看
て

血
涙
相
和
し
て
流
る

黄
埃
散
漫

風
薫
索
た
り

雲
淺
榮
紆
し
て

剣
閣
に
登
る

峨
眉
山
下

人
行
少
に

施
旗
光
り
無
く

日
色
薄
し

蜀
江
水
は
碧
に

蜀
山
は
青
く

聖
主

朝
朝
暮
暮
の
情

行
宮
に
月
を
見
て
は

傷
心
の
色

夜
雨
に
鈴
を
聞
け
ば

腸
断
の
声

天
旋
り
日
転
じ
て

竜
駅
を
　
ら
し

此
に
到
り

躊
躇
し
て
去
る
能
わ
ず

馬
鬼
披
の
下

泥
土

の
中

玉
顔
を
見
ず

空
し
く
死
す
る
処

君
臣
相
顧
り
み
て

尽
く
衣
を
需
し

東
の
か
た
都
門
を
望
み

馬
に
信
せ
て
帰
る

②
止

・
里

・
死

-
上
声
四
紙
。

③
収

・
頭

・

-
入
声
十
薬
。

⑤
※
イ
青

-
下
平

⑥
駅

・
去

・
庭

-
去
声
六
御
。

⑦
衣

・

内
戦
の
勃
発
に
よ
る
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
都
落
ち
は
、
史
実
に
描
か
れ
る
。
②
③

の
楊
貴
妃
の
死
は
あ

っ
け
な
い
ほ
ど
シ
ン
プ
ル
な
描
写
で
あ
り
、
⑥
の
都

へ
の
復
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白
居
易
の
古
詩
に
つ
い
て

帰

の
道
中
は
史
実

に
は
詳
細
に
玄

宗
の
落
胆
ぶ
り
を
載
せ
る
が
、
「長
恨
歌
」

で

は
さ
ら
り
と
述
べ
て
い
る
。
H
は
ー
と
と
も
に
史
実
を
も
と
に
し
て
お
り
、
1
の

②
③
④
⑤
⑦
⑧
は
H
の
②
③
④
⑤
⑥
と
対
照
的
で
あ
り
、
幸
福
の
絶
頂
と
不
幸
の

ど
ん
底
と
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。

皿
蹄
來
池
苑
皆
依
奮
●

太
液
芙
蓉
未
央
柳
●
」
①

芙
蓉
如
面
柳
如
眉
○

封
此
如
何
不
涙
垂
○

春
風
桃
李
花
開
夜

秋
雨
梧
桐
葉
落
時
○
」
②

西
宮
南
苑
多
秋
草
●

宮
葉
満
階
紅
不
掃
●

梨
園
弟
子
白
髪
新

椒
房
阿
監
青
蛾
老
●
」
③

夕
殿
螢
飛
思
愴
然
○

孤
燈
挑
蓋
未
成
眠
○

遅
遅
鐘
鼓
初
長
夜

歌
歌
星
河
欲
曙
天
○
」
④

鴛
鴛
瓦
冷
霜
華
重
●

斐
翠
袋
寒
誰
與
共
●

悠
悠
生
死
別
纒
年

魂
暁
不
曾
來
入
夢
●
」
⑤

①
蕾

:
去
声
二
十
六
宥
、

四
支
。

⑤
重

・
共

-
去
声
二
宋
、

皿
は
都

に
帰

っ
た
玄
宗
の
孤
独
な
よ
う
す
を
描
き
、

に
よ
る
の
を
別
と
し
て
、
大
半
が
虚
構
で
あ
り
、

を
描
い
た
回
想

シ
ー
ン
で
あ
り
、 帰

り
来
れ
ば

池
苑
皆
な
旧
に
依
る

太
液

の
芙
蓉

未
央
の
柳

芙
蓉

は
面
の
如
し

柳
は
眉
の
如
し

此

に
対
し
て

如
何
ぞ
涙
を
垂
れ
ざ
ら
ん

春
風
桃
李

花
開
く
夜

秋
雨
梧
桐

葉
落

つ
る
時

西
宮
南
苑

秋
草
多
く

宮
葉
階

に
満
ち
て

紅
掃
わ
ず

梨

園
の
弟
子

白
髪
新
た
に

椒
房

の
阿
監

青
蛾
老
い
た
り

夕

殿
に
蛍
飛
ん
で

思
い
愴
然
た
り

孤
灯
挑
げ
尽
く
し
て

未
だ
眠
り
を
成
さ
ず

遅
遅
た
る
鐘
鼓

初
め
て
長
き
夜

歌
歌
た
る
星
河

曙
け
な
ん
と
欲
す
る
天

鴛
鴛
の
瓦
は
冷
か
に
し
て

霜
華
重
く

斐
翠
の
袋
は
寒
く
し
て

誰
と
共

に
せ
ん

悠
悠
た
る
生
死

別
れ
て
年
を
経
る
も

魂
碗

曽
て
来
た
り
て
夢

に
だ
も
入
ら
ず

柳

-
上
声
二
十
五
有
。

②
眉

・
垂

・
時

:
上
平

③
草

・
掃

・
老

-
上
声
十
九
皓
。

④
然

・
眠

・
天

・・下
平

一
先
。

夢

:
去
声

一
送
。

③
の
梨
園
の
弟
子
が
史
実

玄
宗
の
悲
痛
な
心
情
ま
た
生
活

⑤
で
は
生
死
を
越
え
た
魂
醜
の
世
界
を
予
想
さ

せ
て
、

W
臨
耶
道
士
鴻
都
客
●

能
以
精
誠
致
魂
暁
●

爲
感
君
王
展
轄
思

遂
教
方
士
患
勲
覚
●
」
①

排
空
駅
氣
奔
如
電
●

昇
天
入
地
求
之
遍
●

上
窮
碧
落
下
黄
泉

爾
庭
　
　
皆
不
見
●
」
②

忽
聞
海
上
有
仙
山
○

山
在
盧
無
繰
紗
間
○
」
③

櫻
閣
玲
瀧
五
雲
起
●

其
中
緯
約
多
仙
子
●

中
有

一
人
字
太
眞

雲
膚
花
貌
参
差
是
●
」
④

金
閾
西
廟
叩
玉
肩
○

轄
教
小
玉
報
隻
成
○

聞
道
漢
家
天
子
使

九
華
帳
裏
夢
魂
驚
○
」
⑤

撹
衣
推
枕
起
俳
徊
○

珠
箔
銀
屏
逼
進
開
○

雲
髪
半
偏
新
睡
畳

花
冠
不
整
下
堂
來
○
」
⑥

風
吹
仙
挟
瓢
瓢
基
●

猶
似
寛
裳
羽
衣
舞
●

玉
容
寂
翼
涙
閾
干

梨
花

一
枝
春
帯
雨
●
」
⑦

含
情
凝
騰
謝
君
王
○

次
の
W

へ
の
導
入
部
に
し
て
い
る
。

臨
耶
の
道
士

鴻
都
の
客

能
く
精
誠
を
以
て

魂
碗
を
致
す

君
王
が
展
転

の
思
い
に
感
ず
る
が
た
め
に

遂
に
方
士
を
し
て

盤
勲
に
覚
め
し
む

空
を
排
き
気
を
駅
り
て

奔
る
こ
と
電
の
如
く

天
に
昇
り
地

に
入
り
て

之
を
求
む
る
こ
と
遍
し

上
は
碧
落
を
窮
め

下
は
黄
泉
を

両
処
　
　
と
し
て

皆
見
え
ず

忽
ち
聞
く

海
上
に
仙
山
有
り

山
は
虚
無
繧
紗
の
間
に
在
り
と

楼
閣
は
玲
瀧
と
し
て

五
雲
起
こ
り

其
の
中
に

緯
約
た
る
仙
子
多
し

中
に

一
人
有
り

字
は
太
真

雲
膚
花
貌

参
差
と
し
て
是
な
り

金
閾
の
西
廟

玉
周
を
叩
き

転
じ
て

小
玉
を
し
て
双
成
に
報
ぜ
し
む

漢
家
の
天
子
の
使
い
な
り
と
道
う
を
聞
き

九
華
帳
裏

夢
魂
驚
く

衣
を
撹
り
枕
を
推
し

起
ち
て
俳
徊
し

珠
箔
銀
屏

逼
迄
と
し
て
開
く

雲
髪
半
ば
偏
り
て

新
た
に
睡
り
よ
り
覚
め

花
冠
整
え
ず

堂
を
下
り
来
る

風
は
仙
快
を
吹
い
て

瓢
瓢
と
し
て
挙
が
り

猶
お
寛
裳
羽
衣
の
舞
に
似
た
り

玉
容
寂
翼

涙
閾
干

梨
花

一
枝

春

雨
を
帯
ぶ

情
を
含
み
脱
を
凝
ら
し
て

君
王
に
謝
す
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一
別
音
容
爾
渤
　
○

昭
陽
殿
裏
恩
愛
絶

蓬
莱
宮
中
日
月
長
○
」
⑧

　
頭
下
望
人
簑
庭
●

不
見
長
安
見
塵
霧
●

唯
將
奮
物
表
深
情

鍋
合
金
銀
寄
將
去
●
」
⑨

銀
留

一
股
合

=
扇
●

銀
肇
黄
金
合
分
鋼
●

但
令
心
似
金
鋸
堅

天
上
人
間
會
相
見
●
」
⑩

臨
別
段
勤
重
寄
詞
○

詞
中
有
誓
爾
心
知
〇

七
月
七
日
長
生
殿

夜
半
無
人
私
語
時
○

在
天
願
作
比
翼
鳥

在
地
願
爲
連
理
枝
○

天
長
地
久
有
時
壼

此
恨
綿
綿
無
絶
期
○
」
⑪

①
客

・
醜

:
入
声
十

一
阻
、

十
七
霰
。

③
山

・
間

⑤
※
イ
周

-
下
平
九
青
、

十
灰
。

⑦
※
ア
墨

-

長

:
下
平
七
陽
。

銀

・
見

:
去
声
十
七
霰
。

W
は
虚
構
と
い
う
よ
り
、

の
中
で
最
も
中
心
を
な
す
山
場
を
構
成
し
て
い
る
。

楊
貴
妃
の

「魂
」
を
求
め
て
変
幻
自
在
に
捜
索
す
る
。

一
別

音
容
は
両

つ
な
が
ら
瀞
　

昭
陽
殿
裏

恩
愛
絶
え

蓬
莱
宮
中

日
月
長
し

頭
を
　
ら
し
て

下
の
か
た
人
簑
を
望
む
処

長
安
を
見
ず
し
て

塵
霧
を
見
る

唯

だ

旧
物
を
将
て
深
情
を
表
わ
す

鍋
合
金
銀

寄
せ
将
て
去
ら
し
む

銀

は

一
股
を
留
め

合
は

=
扇

銀

は
黄
金
を
壁
き

合
は
銀
を
分
か

つ

但

だ
心
を
し
て

金
銅

の
堅
き
に
似
し
む
れ
ば

天
上
人
間

会
ず
相
見
ん

別

れ
に
臨
ん
で

股
勤
に
重
ね
て
詞
を
寄
す

詞

の
中
に
誓
い
有
り

両
心
の
み
知
る

七

月
七
日

長
生
殿

夜

半
人
無
く

私
語
の
時

天

に
在
り
て
は

願
わ
く
は
比
翼
の
鳥
と
な
り

地

に
在
り
て
は

願
わ
く
は
連
理
の
枝
と
為
ら
ん

天
長
地
久

時
有
り
て
尽
き
ん
も

此

の
恨

綿
綿
と
し
て
絶
ゆ
る
期
無
し

寛

-
入
声
十
二
錫
。

②
電

・
遍

・
見

:
去
声

-
上
平
十
五
剛
。

④
起

・
子

・
是

-
上
声
四
紙
。

成

・
驚

-
下
平
八
庚
。

⑥
徊

・
開

・
來

-
上
平

上
声
六
語
、
舞

・
雨

-
上
声
七
費
。

⑧
王

・
　

・

⑨
庭

・
去

-
去
声
六
御
、
霧

-
去
声
七
遇
。

⑩
扇

・

⑪
詞

・
知

・
時

・
枝

・
期

-
上
平
四
支
。

空
想

・
幻
想
の
世
界

へ
の
飛
躍
で
あ
り
、
「長
恨
歌
」

人
間
界
か
ら
外
の
世
界

へ
と

方
士
の
努
力
の
甲
斐
あ

っ

白
居
易
の
古
詩
に
つ
い
て

て
、
仙
界

で
仙
女
と
な

っ
て
生
活
す
る
楊
貴
妃
に
再
会
、
証
拠
の
品
と
誓
詞
、
す

べ
て
が
バ
ー
チ
ャ
ル
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
最
後

の
楊
貴
妃

の
姿
と
言
葉
を
強
く

印
象
づ
け
て

「長
恨
歌
」
は
終
焉
を
告
げ
、
後
に
残
る
は
永
遠
に
消
え
る
こ
と
の

な
い

「
恨
」
だ
と
白
居
易
は
結
ぶ
。

こ
の
W
は
四
十
六
句
も
あ
り
、
や
は
り

「長

恨
歌
」
は
こ
の
W
の
世
界
の
構
築
と
表
現
に
最
も
力
を
注
い
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
前
半
の
ー

・
H
は
、
現
実
の
世
界
、
歴
史
的
事
実
を
中
心
に
し
、
後
半
の
皿

・

W
は
現
実
の
世
界
を
離
れ
て
、
虚
構

に
よ

っ
て
霊
魂
の
世
界
に
飛
躍
さ
せ
玄
宗
と

楊
貴
妃

の
愛
を
異
次
元
の
世
界
に
昇
華
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

「
長
恨
歌
」
に
つ
い
て
簡
単
に
内
容
の
解
説
を
し
た
が
、
次
に

「古
詩
」
と
の

関
連
に
つ
い
て
述
べ
る
。
押
韻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
の
後
に
、
①
ま
た
②
と
し

て
韻
字
を
記
し
た
。
い
ず
れ
も
平
水
韻
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

韻
字
に
つ
い
て
、
「古
詩
」

に
は

「
通
押
」
と
い
う
押
韻

の
仕
方
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、
1
の
⑥
は
、
「土

・
戸
」
が
上
声
七
費
、
「
女
」
が
上
声
六
語
で
あ
り
、

こ
の
二

つ
の
韻
、
上
声
七
蟹
と
六
語
は
通
押
で
あ
る
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る

「同
用
」

と
は
異
な
る
も
の
で
、
「古
詩
」
の
み
に
許
さ
れ
る
押
韻
な
の
で
あ
る
。

か

つ
て
白
居
易
の
こ
の

「
長
恨
歌
」
の
注
釈
を
し
て
い
て
、
押
韻
に
も
ふ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
小
川
環
樹
先
生
に
教
え
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、
事

も
な
げ
に

「通
押
」
だ
と
答
え
ら
れ
た
。
当
時
は
そ
の
意
味
が
分
か
ら
ず
混
乱
し

た
の
だ
が
、
今
に
し
て
思
え
ば
緩
や
か
な

「
古
詩
」
の
規
則
に
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル

に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
く
と
も
幾

つ
か
の
事
例
か
ら
、
押
韻
の
規
則
が
見
え
て
来

る
こ
と
が
あ
る
。
「
通
押
」
は
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た

「古
詩
」
の
規
則

な
の
で
あ
る
。
当
時
の
知
識
の
容
量
で
は
と
て
も
事
例
共
通
の
規
則
な
ど
は
発
見

で
き
ず
理
解
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
あ
ま
り
に
も
遅
す
ぎ
た
理
解
力
の
到

達
で
あ

っ
た
。
後
の
W
の
⑦
に
、
「基
」
が
上
声
六
語
、
「舞

・
雨
」
が
上
声
七
壁

で
、
先
と
同
じ
よ
う
に
上
声
六
語
と
上
声
七
費
は

「通
押
」
な
の
で
あ
る
。

押
韻
に
は
、
「
平
」
と

「灰
」
の
二

つ
の
種
類
が
あ
る
。
こ
の

「
平
」
「灰
」

の

韻
に
は
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
ば

「長
恨
歌
」

の
冒
頭
八
句
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白
居
易
の
古
詩
に
つ
い
て

は

「灰
」
韻

で
始
ま
り
、
続
く
八
句
は

「
平
」
韻
で
あ
る
。
ま
た
W
の
仙
界
で
は

始
め
は

「灰
」
韻
が
続
く
。
そ
し

て
終
わ
り
近
く
⑨
⑩

の
八
句
は

「灰
」
韻

で
、

最
終
の
⑪
の
八
句
は

「
平
」
韻
で
あ
る
。
そ
し
て
最
初

の
①
～
③

の
十
六
句
と
、

最
終

の
⑨
⑩
⑪
の
十
六
句
と
は
、

「灰
」

・

「
平
」
の
韻
が
ぴ

っ
た
り
呼
応
し
て

い
る
。「通
押
」
の
例
は
、
皿
の
⑤
と
W
の
⑤
に
も
あ
る
。
H
の
⑤

の

「青
」
は
下
平

九
青
、
「情

・
聲
」
は
下
平
八
庚

で
、
W
の
⑤
の

「肩
」
は
下
平
九
青
、
「成

・
驚
」

は
下
平
八
庚
で
あ
る
。

こ
れ
も
下
平
九
青
と
八
庚
と
は

「
通
押
」
の
押
韻
な
の
で

あ
る
。

「琵
琶
行
」

の
場
合

次
に

「
琵
琶
行
」

に
つ
い
て
、
幾

つ
か
指
摘
を
す
る
前
に
、
「琵
琶
行
」

の
内

容
を
順
に
沿

っ
て
簡
単

に
述
べ
て
お
き
た
い
。
「琵
琶
行
」
は
、
半
ば
を
史
実
、

半
ば
を
虚
構

で
作
ら
れ
た

「
長
恨
歌
」
と
は
異
な
り
、
実
話
を
も
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
作
ら
れ
た
時
の
環
境
に
大
き

な
隔
た
り
が
あ
る
。
そ
れ
と

「琵
琶
行
」
に
は

序
が
あ
り
、
序
に
は
作
ら
れ
た
日
時
と
と
も
に
制
作
の
事
情
を
述
べ
て
い
る
。
そ

の
事
情
と
は
白
居
易
が
左
遷
さ
れ
た
薄
陽
で
、
船
中
か
ら
聞
こ
え
る
京
都
風
の
琵

琶
の
音
に
聞
き
惚
れ
、
琵
琶
の
演
奏
を
聞
く
こ
と
を
所
望
す
る
。
二
人
の
身
の
上

に
共
通
の
も
の
を
感
じ
、
女
の
た
め
に

「琵
琶
行
」
の
詩
を
贈

っ
た
の
で
あ
る
。

琵
琶
行

-
薄
陽
江
頭
夜
送
客
●

楓
葉
荻
花
秋
索
索
●
」
①

主
人
下
馬
客
在
船
○

墨
酒
欲
飲
無
管
絃
○
」
②

酔
不
成
歓
惨
將
別
●

別
時
　
　
江
浸
月
●

瀞
陽
江
頭

夜
客
を
送
れ
ば

楓
葉
荻
花

秋
索
索
た
り

主
人
は
馬
よ
り
下
り

客
は
船

に
在
り

酒
を
挙
げ
て
飲
ま
ん
と
欲
す
る
に

管
絃
無
し

酔
う
て
歓
を
成
さ
ず
惨
と
し
て
将

に
別
れ
ん
と
す

別
る
る
時

　
　
と
し
て
江
は
月
を
浸
す

忽
聞
水
上
琵
琶
聲

忽
ち
聞
く

水
上
琵
琶
の
声

主
人
忘
錦
客
不
嚢
●
」
③

主
人
は
帰
る
を
忘
れ

客
は
発
せ
ず

①
客

:
入
声
十

一
阻
、
索

-
入
声
十
薬
。

②
船

・
絃

-
下
平

一
先
。

③
※
ウ
別

-
入
声
九
屑
、
月

・
登

:
入
声
六
月
。

旅
立

つ
人
を
送
る
薄
陽
江
の
秋
の
渡
し
場
の
状
景
を
ま
ず
描
い
て
い
る
。
最
初

の
八
句
は
、
二

・
二

・
四
句
と
転
韻
す
る
。

皿
尋
聲
暗
問
弾
者
誰
○

琵
琶
聲
停
欲
語
遅
○
」
①

移
船
相
近
遜
相
見
●

添
酒
廻
燈
重
開
宴
●

千
呼
萬
喚
始
出
來

猶
抱
琵
琶
半
遮
面
●
」
②

①
誰

・
遅

-
上
平
四
支
。

旅
立
と
う
と
す
る
人
を
送
る
時
、

ふ
と
川
面
に
流
れ
る
琵
琶
の
音
を
聞
い
て
、

皿
轄
軸
擾
絃
三
爾
聲
○

未
成
曲
調
先
有
情
○
」
①

絃
絃
掩
抑
聲
聲
思
●

似
訴
平
生
不
得
意
●

低
眉
信
手
績
績
弾

説
壷
心
中
無
限
事
●
」
②

①
聲

・
情

-
下
平
八
庚
。

琵
琶
の
演
奏
が
は
じ
ま
り
、

聴
き
と
る
。

W
輕
携
慢
撚
抹
復
挑
○

初
爲
寛
裳
後
緑
腰
○
」
①

大
絃
噌
噌
如
急
雨
●

小
絃
切
切
如
私
語
●
」
②

声
を
尋
ね
て
暗
に
問
う

弾
く
者
は
誰
ぞ
と

琵
琶
の
声
は
停
み

語
ら
ん
と
欲
し
て
遅
し

船
を
移
し
て
相
い
近
づ
け

趣
え
て
相
見
る

酒
を
添
え
灯
を
廻
ら
し

重
ね
て
宴
を
開
く

千
呼
万
喚

始
め
て
出
で
来
た
る

猶
お
琵
琶
を
抱
き
て

半
ば
面
を
遮
る

②
見

・
宴

・
面

-
去
聲
十
七
霰
。

酒
の
席
に
音
楽
が
無
い
の
で
も
の
足
り
ず
、

そ
の
あ
る
じ
を
や

っ
と
尋
ね
あ
て
た
。

軸
を
転
じ
絃
を
嬢

い
て

三
両
声

未
だ
曲
調
を
成
さ
ざ
る
に

先
ず
情
有
り

絃
絃
掩
抑
し
て

声
声

に
思
い

平
生

意
を
得
ざ
る
を
訴
う
る
に
似
た
り

眉
を
低
れ
手

に
信
せ
て

続
続
と
弾
き

説
き
尽
く
す

心
中
無
限

の
事

②
思

・
意

・
事

-
去
声
四
實
。

演
奏
者

の
心
が
こ
も

っ
て
い
る
の
を
、
白
居
易
は

軽
携
慢
撚

抹
復
た
挑

初
め
は
寛
裳
を
為
し

後
は
緑
腰

絃
は
噌
噌
と
し
て

急
雨
の
如
く

小
絃
は
切
切
と
し
て

私
語
の
如
し
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噌
噌
切
切
錯
雑
弾
○

大
珠
小
珠
落
玉
盤
○

間
關
鶯
語
花
底
滑

幽
咽
泉
流
泳
下
難
○
」
③

泳
泉
冷
濯
絃
凝
絶
●

凝
絶
不
通
聲
暫
歌
●
」
④

別
有
幽
愁
暗
恨
生
○

此
時
無
聲
勝
有
聲
○

銀
瓶
乍
破
水
漿
送

鐵
騎
突
出
刀
槍
鳴
○
」
⑤

曲
終
牧
接
當
心
書
●

四
絃

一
聲
如
裂
吊
●

東
船
西
肪
情
無
言

唯
見
江
心
秋
月
白
●
」
⑥

①
挑

・
腰

・・下
平
二
瀟
。

③
弾

・
盤

・
難

-

月
。

⑤
生

・
聲

・
鳴

る
。
V
沈
吟
放
嬢
播
絃
中
○

整
頓
衣
裳
起
敏
容
○
」
①

自
言
本
是
京
城
女
●

家
在
蝦
墓
陵
下
住
●

十
三
學
得
琵
琶
成

名
属
教
坊
第

一
部
●
L
②

曲
罷
曾
教
善
才
伏
●

粧
成
毎
被
秋
娘
妬
●

五
陵
年
少
孚
纏
頭

上
平
十
四
寒
。

演
奏
が
本
格
的
に
は
じ
ま
り
、 噌

噌
切
切

錯
雑
し
て
弾
き

大
珠
小
珠

玉
盤
に
落

つ

間
関
た
る
鴬
語

花
底
に
滑
ら
か
に

幽
咽
せ
る
泉
流

泳
下
に
難
め
り

泳
泉
は
冷
渋
し
て

絃
は
凝
絶
し

凝
絶
し
て
通
ぜ
ず

声
暫
ら
く
歌
む

別

に
幽
愁
と
暗
恨
の
生
ず
る
有
り

此

の
時

声
無
き
は
声
有
る
に
勝
る

銀
瓶
乍
ち
破
れ
て

水
漿
送
り

鉄
騎
突
出
し
て

刀
槍
鳴
る

曲
終
わ
り
擾
を
収
め
て

心
に
当

て
て
画
く

四
絃

の

一
声

裂
吊

の
如
し

東
船
西
肪

情
と
し
て
言
無
く

唯
見
る

江
心

に
秋
月

の
白
き
を

②
※
ア
雨

-
上
声
七
費
、
語

-
上
声
六
語
。

④
※
ウ
絶

-
入
声
九
屑
、
歌

-
入
声
六

下
平
八
庚
。

⑥
書

・
吊

・
白

-
入
声
十

一
陪
。

琵
琶
の
音
の
変
化
が
述

べ
ら
れ
て
演
奏
が
終
わ

沈
吟
し
擬
を
放
き
て

絃
中
に
挿
み

衣
裳
を
整
頓
し
て

起
ち
て
容
を
敏
む

自
ら
言
う

本
は
是
れ
京
城
の
女

家

は
蝦
墓
陵
下
に
在
り
て
住
む

十
三
に
し
て

琵
琶
を
学
び
得
て
成
り

名
は
教
坊
の
第

一
部
に
属
す

曲
罷
わ
り
て

曾
て
善
才
を
し
て
伏
せ
し
め

粧

い
成
り
て

毎
に
秋
娘
に
妬
ま
る

五
陵
の
年
少

孚
う
て
纏
頭
し

白
居
易

の
古
詩

に
つ
い
て

一
曲
紅
納
不
知
敷
●
」
③

一
曲
の
紅
納

数
を
知
ら
ず

鋼
頭
雲
箆
繋
節
砕
●

錨
頭
の
雲
箆

節
を
撃
ち
て
砕
け

血
色
羅
裾
翻
酒
汚
●
」
④

血
色
の
羅
裾

酒
を
翻
え
し
て
汚
る

今
年
歓
笑
復
明
年

今
年
の
歓
笑

復
た
明
年

秋
月
春
風
等
閑
度
●

秋
月
春
風

等
閑
に
度
る

弟
走
從
軍
阿
嬢
死
●

弟
は
走
り
て
軍
に
従
い

阿
嬢
は
死
し

暮
去
朝
來
顔
色
故
●
」
⑤

暮
去
り
朝
来
り
て

顔
色
故
る

門
前
冷
落
鞍
馬
稀

門
前
冷
落
し
て

鞍
馬
稀
な
り

老
大
嫁
作
商
人
婦
●

老
大
嫁
し
て

商
人
の
婦
と
作
る

商
人
重
利
輕
別
離

商
人
は
利
を
重
ん
じ
て

別
離
を
軽
ん
じ

前
月
浮
梁
買
茶
去
●
」
⑥

前
月

浮
梁
に
茶
を
買
い
去
る

去
來
江
口
守
空
船
○

江
口
に
去
来
し
て

空
船
を
守
る

邊
船
月
明
江
水
寒
○

船
を
邊
る
月
明
に
江
水
寒
し

夜
深
忽
夢
少
年
事

夜
深
け
て
忽
ち
夢
む

少
年
の
事

夢
喘
牧
涙
紅
關
干
○
」
⑦

夢

に
喘
け
ば

粧
涙
は
紅
く
し
て
關
干
た
り

①
中

:
上
平

一
東
、
容

-
上
平
二
冬
。

②
女

:
去
声
六
御
、
住

-
去
声

七
遇
、
部

-
上
声
七
費
。

③
伏

-
入
声

一
屋
、
妬

・
敷

-
去
声
七
遇
。

④
砕

-
去
声
十

一
隊
、
汚

-
去
声
七
遇
。

⑤
度

・
故

-
去
声
七
遇
。
死

:

上
声
四
紙
。

⑥
婦

-
上
声
二
十
五
有
。
去

:
去
声
六
御
。

⑦
船

-
下
平

一
先
、
寒

・
干

;
上
平
十
四
寒
。

女

の
身

の
上
ぱ
な
し
。
前
半
生
の
全
盛
を
誇

っ
た
幸
福
な
時
代

の
話
。

W
我
聞
琵
琶
已
歎
息
●

我
は
琵
琶
を
聞
い
て

已
に
嘆
息
し

又
聞
此
語
重
嘲
嘲
●

又
た
此
の
語
を
聞
き
て

重
ね
て
嘲
嘲
た
り

同
是
天
涯
論
落
人

同
じ
く
是
れ
天
涯
倫
落
の
人

相
逢
何
必
曾
相
識
●
」
①

相
逢
う

何
ぞ
必
ず
し
も
曾

て
相
識
な
る
べ
き

①
息

・
嘲

・
識

-
入
声
十
三
職
。

女
の
身
の
上
ぱ
な
し
。
後
半
生
の
女
の
晩
年
の
落
醜
、
お
ち
ぶ
れ
う
ら
ぶ
れ
た
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白
居
易
の
古
詩
に

つ
い
て

よ
う
す
。

W
我
從
去
年
僻
帝
京
○

調
居
臥
病
瀞
陽
城
○

薄
陽
小
庭
無
音
樂

終
歳
不
聞
縣
竹
聲
○

住
近
温
江
地
低
淑

黄
盧
苦
竹
遙
宅
生
○

其
間
旦
暮
聞
何
物

杜
鵤
帰
血
猿
哀
鳴
○

春
江
花
朝
秋
月
夜

往
往
取
酒
還
猫
傾
○

豊
無
山
歌
與
村
笛

嘔
唖
嘲
晰
難
爲
聴
○

今
夜
聞
君
琵
琶
語

如
聴
仙
樂
耳
暫
明
○

莫
僻
更
坐
弾

一
曲

爲
君
翻
作
琵
琶
行
○
」
①

①

※

イ
京

・
城

・
聲

・
生

・
鳴

・
傾

・
明

・
行

青

。

女

の
身

の
上

話

を

聞

い

た
作

者

の
感

慨

を

う

た
う

。

田
感
我
此
言
良
久
立
●

却
坐
促
絃
絃
轄
急
●

凄
凄
不
似
向
前
聲

満
座
重
聞
皆
掩
泣
●

座
中
泣
下
誰
最
多

.

江
州
司
馬
青
杉
灘
●
」
①

我

去
年
帝
京
を
辞
し
て
従
り

請
居

し
て
病
い
に
臥
す

瀞
陽
城

薄
陽

は
小
処
に
し
て

音
楽
無
し

終
歳

糸
竹
の
声
を
聞
か
ず

住

ま
い
は
濫
江
に
近
く
し
て

地
は
低
湿

黄
藍
苦
竹

宅
を
邊
り
て
生
ず

其

の
間
旦
暮

何
物
を
か
聞
く

杜
鵤

は
血
に
喘
き

猿
は
哀
し
く
鳴
く

春
江

の
花
朝

秋
月
の
夜

往
往
酒
を
取
り
て

還
た
独
り
傾
く

豊

に

山
歌
と
村
笛
と
無
か
ら
ん
や

嘔
唖
嘲
晰

聴
く
を
為
し
難
し

今
夜

君
が
琵
琶
の
語
を
聞
く

仙
楽
を
聴
く
が
如
く

耳
暫
ら
く
明
か
な
り

辞
す
る
莫
か
れ

更
に
坐
し
て
一
曲
を
弾
く
こ
と
を

君

が
為
に

翻
え
し
て
琵
琶
行
を
作
ら
ん

:
下
平
八
庚
、
聴

:
下
平
九

我

が
此

の
言
に
感
じ
て

良
や
久
し
く
立
ち

坐

に
却
り
て
絃
を
促
む
れ
ば

絃

転
た
急
な
り

凄
凄

と
し
て

向
前
の
声
に
似
ず

満
座
重
ね
て
聞
き

皆
な
泣
を
掩
う

座
中
泣
下
る
こ
と

誰
か
最
も
多
き

江
州

の
司
馬

青
杉
湿
う

①
立

・
急

・
泣

・
濾

:
入
声
十

四
緯
。

現
在
の
詩
人
の
心
境
を
述
懐
す

る
。

1
の
③

の

「別
」
は
入
声
九
屑
、
「
月

・
登
」
は
入
声
六
月
。
入
声
九
屑
と
入

声
六
月
と
は

「通
押
」
で
あ
る
。
W
の
④
の

「絶
」
は
入
声
九
屑
、
「歌
」
は
入

声
六
月
。
1
の
③
と
同
様
に

「通
押
」
で
あ
る
。
W
の
②
の

「雨
」
は
上
声
七
費
、

「
語
」
は
上
声
六
語
。
上
声
七
費
と
上
声
六
語
と
は

「通
押
」

で
あ
る
。
同
様
の

「
通
押
」
は

「
長
恨
歌
」
に
も
二
度
使
用
さ
れ
て
い
る
。
W
の
①
の

「京

・
城

・

聲

・
生

・
鳴

・
傾

・
明

・
行
」
は
、
下
平
八
庚
。
「聴
」
は
下
平
九
青
。
下
平
八

庚
と
下
平
青
と
は

「通
押
」。

こ
の

「
通
押
」
は
、
「
長
恨
歌
」
に
も
二
度
使
用
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の

「古
詩
」

に
見
ら
れ
る
事
例
の
収
集
照
合
に
よ

っ
て
、
「古
詩
」
に

お
け
る

「通
押
」
の
規
則
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な

っ
て
い
く
よ
う
に
思
え
る
。

ま
た

「長
恨
歌
」
で
述
べ
た

「平
」
と

「灰
」
の
韻
の
使
用
に
は
、
作
者
の
特

別

の
意
図
が
作
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「琵
琶
行
」

の
V
の
①
か
ら
⑥
ま
で

は

「灰
」
韻
が
使
わ
れ
て
い
る
。
田
の
①
の
十
六
句
は

「
平
」
韻
で
通
し
て
い
る
。

V
は
琵
琶

の
演
奏
者
の
浮
沈
の
激
し
か

っ
た
過
去
の
生
活
、
孤
は
都
か
ら
遠
方
の

左
遷

の
地

で
思
い
が
け
ず
都
を
思
い
出
さ
せ
る
琵
琶
の
音
に
出
会
え
た
喜
び
を
表

現
し
て
い
る
。
「
灰
」
「平
」
の
韻
は
内
容
と
の
関
係
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

○

先
に
挙
げ
た

「長
恨
歌
」
は
、
白
居
易
三
十
五
歳
の
作
で
あ
り
、
最
終
の
官
吏

の
試
験
に
及
第
し
て
、
長
安
郊
外
の
整
屋
県
の
県
尉
と
し
て
赴
任
し
た
時
で
あ
り
、

将
来

の
政
界

で
の
活
躍
に
希
望
を
抱
い
て
い
た
。
「琵
琶
行
」
は
、
「長
恨
歌
」
の

十
年
後
に
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。
白
居
易
と
し
て
は
不
本
意
な
左
遷
の
地
、
江
州

で
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
心
情
的
に
こ
の
二

つ
の
作
品
は
両
極
端
と
も
い
え
る

背
景
が
あ
る
。

そ
う
し
た
精
神
的
な
感
情
は
絶
句
に
比
べ
て
長
い

「
古
詩
」
の
型
式
の
ほ
う
が

適
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
「古
詩
」
の
内
容
と
規
則
と
は
何
か
相
関
関
係
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を
も

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
推
論
を
い
ま

一
歩
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、

さ
ら
に
多
く
の
数

の
詩

に
つ
い
て
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

白
居
易
が
作
る
近
体
詩
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
か
な
り
規
則
に
従

っ
て
い
る
。

「
古
詩
」
を
作
る
際
に
も
そ
の
姿
勢

は
守
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の

が
、
「古
詩
」
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て

「
長
恨
歌
」
と

「
琵
琶
行
」
を
選
ん
だ
最

大
の
理
由
で
あ
る
。

(本
学
教
授
)
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白
居
易
の
古
詩
に

つ
い
て


